【避難計画作成例：児童が通所する社会福祉施設等】

＜別紙１＞

原子力災害対策委員会の組織体制

【施設名】

	組織名
	役職名
	職・氏名
	担当業務

	
	委員長
	施設長
○○○○
	・原子力災害対策の総合的な推進

・原子力災害対策委員会の招集


	情報班
	班長
	○○○○


	・緊急時の情報伝達手段・方法の確立

・伝達事項の確認

・原子力災害時緊急連絡網および職員招集・参集方法の確立（緊急連絡先一覧の作成）

・児童の情報の整理

	
	班員
	○○○○

○○○○

○○○○
	

	教育班
	班長
	○○○○


	・職員に対する原子力防災教育の実施

	
	班員
	○○○○

○○○○

	

	訓練班
	班長
	○○○○


	・原子力防災訓練の企画・実施

・訓練の実施効果等の検証

	
	班員
	○○○○

○○○○

○○○○


	

	備蓄・点検班
	班長
	○○○○


	・食糧・飲料水・医薬品等の備蓄・点検

・非常用自家発電機等の整備・点検

・備蓄品・非常持出品リストの作成

・施設の安全確認、危険物等の安全点検、消防用設備の作動確認等

	
	班員
	○○○○

○○○○

○○○○


	


※この委員会の組織体制は例示であり、施設の規模、施設利用者及び職員数を考慮して、実態に合った組織とすること。また、地震・津波災害等の自然災害に関する既存の検討組織がある場合は、既存の検討組織に原子力災害に関する事項を加える等して共通化を図り、災害に関して一体的に検討すること。
